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マスローの自己実現理論
ープロセスとしての「自己実現」理解とその臨床的意義一
教育学や臨床心理学の領域で、「自己実現」
という言葉が頻繁に用いられるようになって久
しいが、様々な文献でこの言葉を目にする。と
ころがこれだけポピュラーな専門用語になって
いるにもかかわらず、その定義がきちんとなさ
れないまま、様々な研究者や実践者によって用
いられているのが現状であろう。
実際「自己実現」という言葉は、多数の研究
者によって使用されている。それぞれの自己実
現理論は、それぞれの主張をもっているが、こ
の中でも「自己実現」を真正面から追求したの
は、マスロー (A.H.Maslow)のみである。彼
は、様々な研究者の自己実現理論を検討した上
で、自らの理論を構築しようとしており、「自
己実現」を論じるためには避けて通ることので
きない人物であろう。
ところがマスローも、「自己実現」を真正面
から取り上げていたとはいえ、その言葉の定義
を極めて曖昧にしていた。しかも彼は、心理学
の2大勢力であるワトソンを中心とした行動主
義学派とフロイトを中心とした精神分析学派を
超えた第3の勢力を作ろうとするあまりに、や
や強引で思いつき的な発想で理論を展開してし
まったように思われる。そのため様々な誤解や
批判を受けることになり、彼もその都度自分の
理論を修正せざるをえない状況に追い込まれて
しまう。そのため彼の主張は、理論構成の各時
期によって異なったものとなっている。
マスローの自己実現論を検討してみると、彼
のいう「自己実現」が、彼の理論の全体で必ず
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しも一貫した形で統一的に定義されているわけ
ではないことがわかる。彼の議論はその理論展
開の各時期によって、それぞれに異なっていて、
どの段階の理論に依拠するかによって、「自己
実現」の解釈もまた様々に異なる可能性がある。
彼の「自己実現」という言葉の意味が今までと
かく曖昧に理解され、人によって異なった仕方
で解釈されてきた理由の一つは、このことにあ
る。例えば、一般によく知られている彼の理論
は、彼の理論構成の初期段階のみを引用したも
のが多く、彼自身が最初に極めて思いつき的な
発想で理論構成した初期理論が最も有名になり、
用いられているのである。この初期の自己実現
論からは、全く臨床や教育に有益な知見が得ら
れるとは考えられず、極めて浅薄なものである。
なぜなら、この頃の理論は、現実に生きている
人間にあてはまる理論ではなく、一部の高度に
発達をとげた人間にしかあてはまらない理論で
あったためである。
しかし、時期毎に変化していく彼の理論も、
特に欲求階層論を深く検討し、さらに彼の自己
実現論をその理論の発生過程にさかのぽってみ
れば、「自己実現」の多様な解釈は、「自己実現
とはプロセスである」というただ一つの視点で
統一的に解釈されうることが、明らかなのであ
る。
本論文では、マスローの自己実現理論をとら
え直し、彼のいう「自己実現」が臨床や教育に
有益な知見を与える可能性を模索したい。
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第一章 プロセスとしての「自己実現」理解
(1)マスローの「自己実現」の定義
マスローは「自己実現」を一体どのように定
義していたのであろうか。彼はかなり大まかに、
「オ能や能力、可能性等を十分に用いて開拓し
ていること」と定義している1)。
これは、極めて珍しくマスロー自身が「自己
実現」を正面から定義している例であるが、こ
の定義は、あまりにも大まかである。マスロー
自身もいうように、この定義は彼が自己実現研
究を出発させるための、あくまでも便宜的な定
義である。そのため、マスローのその後の理論
展開を概観し、マスロー理論の全体を考慮にい
れた上でこの定義を理解しなければ、マスロー
の意図を十分にくむことにはならない。そこで
彼の自己実現理論を、彼の理論構築の過程にそ
って細かく検討してみると、時期的に 3つの段
階が存在することが明かなのである 2)0
(2)人生の到達点としての「自己実現」理論
マスローは、理論展開の初期理論においては、
「自己実現」を人生の到達点であると考えてい
た。彼が最初に「自己実現」を大きく論じたの
は、 ‘‘Motivationand Personality"の第一版が出
版された1954年頃であるが、この本にはその考
えが特に色濃く現れていた。「自己実現への欲
求 (theneeds for self-actualization)」は、階層
をなす諸々の欲求のうち最終段階で出現する欲
求である。その階層論においては、「自己実
現」は、欲求階層の到達段階であり、最終段階
なのである。「自己実現への欲求」は、これよ
り下位の 4つの欲求3)が順に全て満たされて、
初めて到達しうる欲求と考えていた。マスロー
によれば、この欲求を追求することができるの
は、一部の年長者に限られる。若い人は、下位
の欲求が十分に満たされていないため、それら
に支配されがちだからである。そのことは、マ
スローの以下の言葉をみれば明らかとなる。
彼はまず、こう述べている。「私が用いた基
準では、自己実現は若い人々には生じない。少
なくとも我々の文化においては、若者はまだ同
一性や自律性を達成していないし、永続的で誠
実な、空想の段階を越えた愛情関係を経験する
十分な時間を過ごしていないし、一般的に、自
分を捧げる天職を見出してもいない4)」。さらに
次のようにも述べている。「理論的には、自己
実現は容易であるとしても、実際には、ほとん
どおこるものではない。私の基準では、大人の
人口の 1％にも満たないことは確かである町。
このように「自己実現」をとらえるなら、それ
は一部の年長者にしか求めることができない欲
求となる。さらに彼は、その「自己実現」の段階
に到達した人間を「自己実現しつつある人間
(self-actualizing people)」と名づけ、その特
徴を15にまとめて示している6)。この特徴を見
る限り、彼は人間の到達すべき一つのモデルを
示そうとしていたのではないだろうか。この頃
の彼の理論展開をみる限り、「自己実現」は、
欲求階層の最終段階であり到達点であるばかり
ではなく、人生そのものの到達すべきゴールと
考えられる。すると、マスローの欲求階層論は、
欲求の充足段階を基準とした人間の発達論と考
える事もできよう。
確かにこの「自己実現」の段階に到達した人間
の性格特徴を見る限り、人間の「自己実現」した
姿が、いかに信頼に足るものですばらしいもの
であるかを示してくれている。その点では評価
されるべきである。しかしこの視点でのみ「自
己実現」をとらえようとすれば、例えば教育の
文脈でよく目標とされる「人格の完成」等の言
葉とほぼイコールになり、限定された意味にな
る。
しかし、この問題点に関してはマスロー自身
もやがて気がつくことになる。例えば彼は次の
ように述べている。「自己実現は、私が主とし
て年長者において見出してきたので、究極的で
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最終的な状態や遠く離れた所にある到達点のよ
うに考えられ、人生を通して活動し続けるダイ
ナミックな過程とは考えられない傾向にある」
と7)。さらに彼は次のようにもいう。「自己実現
とは、静的、非現実的、完璧な状態であって、
そこではあらゆる人間的な問題から超越して、
人々が永久に幸福な生活を超人間的な静穏と‘洸
惚のうちにおくるもの、との誤った考え方が広
くゆきわたっている。」 8)と。これらの記述から
みても、マスローが「自己実現」の切り詰めを
自覚していたことは明らかである。
この概念は、マスローの「先端統計 (Tip
Statistics)」の結果により支えられている。こ
れは、偏りなくデータを集めて一般化するので
なく、ごく一部の突出した人間のデータだけを
集めて集計するやり方である。そのため、「自
己実現」の段階に到達した人間という、彼自身
が設定した基準にあてはまるごく一部の人間を
調査し、得られた結果をもとに構築された概念
なのであり、そのため、一般の人間にはあては
まらない概念であった。
しかし、人間の究極の可能性を知るために、
あえて彼はこの「先端統計」により、研究を進
めた。彼は次のようにいう。「人間はどれほど
背が高くなるものかという問題に解答を得よう
とすれば、すでに最も背の高い人をとり挙げ、
研究するのがよいのはいうまでもない。人間は
どれほど速く走れるものかを知ろうとすれば、
スピードについて母集団の『よいサンプル』を
とりだし、平均したところで何の役にも立たな
い。オリンピックの金メダル獲得者を集め、ど
れほどよくできるものかを調べる方が、まだし
も、ずっとよい。」と9)。マスローは、仮に「自
己実現」の概念が切り詰められたものになろう
と、それは覚悟のうえだったのである。
しかし後にマスローは、一部の人間だけでな
くあらゆる人間に開かれた自己実現論を展開し
ようとするが、この初期段階の理論にずっと縛
られてしまうことになる。
(3)あらゆる人に開かれた「自己実現」を目
指して
やがてマスローは、「自己実現」とは一部の
年長者にしか求めることが出来ないわけではな
く、瞬間的・一時的には誰もが可能であると考
えるようになる。彼のこの考えは、 1962年に出
版された “Tow江da psychology of Being"の中
で色濃く現れている。もし「自己実現」が一部
の年長者しか到達しえない欲求であるなら、
我々の大半は到達不可能な目標に到達するべく
努めなければならない宿命にあることになる。
これは明らかな背理である。しかしマスローは、
「我々はもはや、大部分の時間自己を充実でき
る、ごくわずかの被験者を研究することに限ら
れる必要はない10)」と述べる。マスローは、
「自己実現」を「ごくわずかの人々が六十歳に
なって入ることのできる悉無律の神殿」として
限定的に理解しないようにと述べ、「自己実
現」を再定義しようとした。そこでだれでも
「至高体験 (peak-experience)」によって、一
時的に年長者にみられるような「自己実現」の特
徴を示すと考えた11)0
「至高体験」とは、簡単にいえば、人生のな
かで最も素晴らしいと思えるような、悦惚とし
た瞬間であり、最大の喜びの瞬間である。マス
ローは「至高体験」は「自己実現」の瞬間的な達
成でもあると考えた12)。まず彼は、一般の人間
は一部の年長者のように、下位の「欠乏欲求
(deficiency-needs)」が十分に満たされて、常
に「自己実現への欲求」に没頭することは出来
ないにせよ、瞬間的・一時的にはそれが満たさ
れて、「自己実現への欲求」に没頭できる瞬間
があるという事実に注目した。そしてその「自
己実現」に没頭している時にこそ「至高体験」
という最高の瞬間が出現すると考えたのである。
そのことはマスローが端的に「基本的欲求の満
足が達せられることが我々に多くの至高体験を
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与えてくれる13)」と述べていることや、「自己
実現は、完全に熱中し、全面的に没頭しつつ、
無欲になって、十分に生き生きと経験する瞬間
に生じる14)」と述べていることからも明かであ
る。他の「欠乏欲求」がそれとしてあまり意識
されない程度に満たされてさえいれば、人はこ
れらに支配されることがない。だから、条件さ
え整えば、大半の人々はある場合、「自己実
現」にわきめもふらずに没頭することができる。
そのなかで、ふとした瞬間に、最大の喜ぴの瞬
間である「至高体験」が現れる。そしてその瞬
間人間は、マスローが初期の段階で記述した
「自己実現しつつある人間」の特徴をいくつか
示すと考えたわけである。
こうしてマスローは、「自己実現」の可能性は、
一部の年長者に限られるわけではなく、誰にで
も開かれており、誰にでも瞬間的には到達可能
なものと考えるようになった。誰にでも、下位
の4つの「欠乏欲求」が瞬間的に満たされ、オ
能や能力、可能性を十分に用いて開拓している
瞬間がある。マスローがここで述べている欲求
階層論ないし自己実現論は、欲求の充足段階を
基準とした発達論ではなく、人生の各時期にお
ける瞬間瞬間の充足状態を主題とするものであ
る。
しかし、この視点でのみ「自己実現」をとら
えてしまうと、理論構成の初期の段階で、彼は
人生の到達点として「自己実現」を説明してし
まったが、結局のところその到達点をあらゆる
人々に一時的に開かれたものにしたにすぎない
のではないか。つまり誰でも「至高体験」とい
う形で「自己実現」の達成を一時的に実感でき
ると言っているにすぎないのではないか。最初
に、一部の高度に発達をとげた人間にしかあて
はまらない理論を出してしまったため、そのこ
とに縛られたまま無理のある理論展開をせざる
を得なかったのではないかと思われるが、この
ままでは、あらゆる人間に開かれた「自己実
現」．ではあるにせよ、困難や苦しみに満ちた現
実の世界に生きている人間にとってはそれを実
感することすらできないものとなる。この難点
を克服するため、マスローは死の直前の段階で
「自己実現」をプロセスと考える発想に行き着
いた。
この考えはマスローが‘、TheFarther 
Reaches of Human Nature"を出版した1970年頃
に色濃く現れている。この頃には、彼の理論構
成の初期段階において用いた欲求階層論はほと
んど姿を消してしまうことになる。そしてマス
ローは、以下のように記している。つまり、
「自己実現というのは、一つの終着点であるば
かりでなく、いついかなる程度においても、人
間の可能性を実現するプロセスでもある 15)。」
あるいは、「自己実現というのは、程度の問題
であり、ひとつひとつ積み重ねられてゆく小さ
な接近である16)。」ともいう。
この最晩年期の「自己実現」把握こそが、彼の
理論を統合的に理解する「要」になる。しかし
その理論的統合を十分になしえないまま、彼は
この世を去ってしまったのではないだろうか。
次にはこのことを検討してみよう。
(4)「自己実現」概念の統合的理解
これまで、三つの段階にわけてマスローの自
己実現論を概観してきた。理論展開の各段階で、
「自己実現」は多様に記述され、それぞれの記
述は限定した視野をそれぞれに切り開いている。
しかし、最晩年期のマスローがいうように、
「自己実現」をプロセスと考えるなら、マスロ
ーの各時期で異なる自己実現論は統一的に理解
することが可能となる。
既に明らかなように、「自己実現」は、程度
の問題であり、次第に高いレベルの可能性を実
現していこうとする、ひとつひとつの接近のプ
ロセスである。しかしそのプロセスは、一直線
のものではない。なぜなら、常に自らの可能性
を実現し続けることは、現実にはありえないか
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らである。人間誰しも、マスローのいう「欠乏
欲求」に支配されることもありうるし、自己を
欺睛して偽りの自己とでもいうべきもので満足
していることもありうるからである。したがっ
て、完全に「自己実現」に没頭しているのは、わ
ずかな時間であらざるをえない。しかしその中
でも、少しでも成長の選択をしていこうとする
ことが大切なのであり、それが「自己実現」で
あるとマスローはいう 17)。「自己実現」のプロ
セスとは、成長への選択つまり成長志向性のプ
ロセスなのである。端的にいえば、成長の選択
をひとつひとつ積み重ねて行くなかで、次第に
可能性が発揮され実現されていくのである。
そして、「至高体験」の位置付けであるが、
「至高体験」こそが、刻一刻の成長のプロセス
に報酬を与えるものである 18)とマスローはいう。
「欠乏欲求」に支配されながらも、成長への選
択をしていく現実の人間にとって、瞬間的であ
っても、全く「欠乏欲求」に支配されないで物
事に没頭する時に生じる「至高体験」の瞬間は、
最大の喜びであり、最も感動的である。普段意
識に上らない「自己実現」へのプロセスにおい
て、突然の転機が訪れる瞬間こそが「至高体
験」なのである。そして、この瞬間は、その当
事者にとっては完全な状態であるから、主観的
であるにせよ、一時的に終着点に到達したと考
えられる。しかし、人間は再び現実の世界に戻
り、また新たな可能性を実現するプロセスを進
むのであり、その中でまた「至高体験」の瞬間
が現れるのである。その繰り返しで次第に人間
の可能性が実現されていくのである。
すると、初期の自己実現理論で論じられた
「自己実現しつつある人間」はどのように説明
されるのであろうか。人生の到達点のような意
味あいで用いられるこの概念は、人間が完全に
は到達しえない一つの理想モデルを示していた
と考えられる。一部の高齢者に見られるような
15の性格特徴を示すこれらの人は、今までの苦
労に満ちた人生においても、それでも「自己実
現」へのプロセスを進もうとする中で、少しの
欠乏にもびくともしない位安定して欲求を主観
的に充足しうる強さを獲得しているため、平均
人よりも多く、強く、また完全に「至高体験」
が生じるのである19)。そのため、喜びが量的、
質的に比較的大きく、主観的により多くの幸福
を感じることができる人なのである20)。分かり
やすくいえば、このような人は少しの欠乏に脅
かされることのない強さをもっているため、瞬
間的でなく継続的に「自己実現」に没頭し、そ
の喜ぴを主観的に多く感じうる人であるといえ
るだろう。
以上のように、 3つの時期を経て異なった形
で論じられた「自己実現」概念は、「自己実現」
を「プロセス」と考えることにより、統一的に
説明することができた。最後にその意義を若干
指摘しておきたい。
(5)「自己実現」を統一的に理解することの
意義
最初にも指摘したように、今日「自己実現」
は、人によって様々な意味で理解され、用いら
れている。どれも確かにマスロー理論を構成す
る不可欠の一部ではあるが、マスロー理論の全
体からみれば、どれもある制約を免れることは
できない。マスローの「自己実現」を、人生に
おける到達点と考え、「人格の完成」などの意
味で理解したり、瞬間瞬間の充実した状態とい
う意味で理解することは、根本的な誤りをおか
していることになる。マスローは、「自己実
現」をプロセスと捉えている。したがって、
「自己実現」という言葉を用いる場合、少なく
ともマスローにそってこの言葉を用いる場合、
「自己実現」を完璧で完成された静的な状態と
してとらえてはならない。「自己実現」は、ま
さに現実に人間が困難に満ちた毎日の日常生活
を生きるなかで、少しでも成長の方向に向かっ
て前進の選択をしていき、その結果ひとつひと
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つ瞬間的な完成状態である「至高体験」を積み
重ねながら一つづつ進んでいくプロセスである。
我々は、このように「自己実現」をダイナミッ
クな、人生を通しての活動として理解すべきで
ある。
この理解は、教育や臨床において「自己実
現」を考えようとする時にも、有益な示唆を与
える。もしも、「自己実現」を、完璧で完成さ
れた状態であると考えるなら、教育や臨床の場
面で人間を「自己実現」に導こうとすれば、不
可能に近い課題となる。教育や臨床の世界では、
まさに「欠乏欲求」に支配されながらも、精一
杯生きている現実の人間が対象であるから、完
成された状態という意味での「自己実現」理解
は、実態とはかけ離れてしまうのである。しか
し、「自己実現」をプロセスと考えるなら、何
も突然完璧な状態を目標にしなくても、困難に
満ちた日々の生活を精一杯生き、その瞬間瞬間
におけるその人なりの充実を繰り返すなかで、
「至高体験」という喜びと報酬を得、それを励
みにして、時には後退を繰り返したりしながら
も、それでもひとつひとつの積み重ねにより、
次第により完璧な状態に近づいていく可能性が
視野にあらわれてくる。そして、そのように導
き、サポートすることこそ、教育や臨床の目標
であり課題となるのである。ほんの些細な成長
であっても、それは「自己実現」という大きな
ものに繋がっているのである。
最後に、「自己実現」がプロセスであるなら、
「自己実現」は「規範」や「当為」ではなく、
むしろ「事実」になる。「自己実現」を一部の
年長者に限られたものと考えるなら、一般の人
間は、それに向かって日々努力を続ける他はな
ぃ。この場合の「自己実現」は「規範」であり、
「当為」である。しかし、「自己実現」がプロ
セスであるなら、「自己実現」は程度の差こそ
あれ、誰でもが現実に日常生活のなかでなしえ
ている事実である。したがって「自己実現」は、
ありふれた日常的な「事実」なのである。
以上のように、「自己実現」をプロセスとし
て理解するなら、我々は、教育や臨床の場面で
有益であり、さらに、現実の人間に即した自己
実現論を手に入れることになるのである。
ところが、全ての人間に「自己実現」が開か
れていることは明らかになったものの、多くの
人間はそのプロセスを歩もうとしない、又は、
そう出来ないで悩んでいることが多い。その現
象をマスローはどのように考えているのであろ
うか。
第二章 「自己実現」への成長のために
(1)欲求不満と欲求満足
一般にマスローの自己実現理論は、とりわけ
欲求階層論を中心に理解されていて、下位の
「欠乏欲求」が順に満たされさえすれば、「自
己実現」に到達可能であるかのように考えられ
ていることが多い。そのため多くの批判がなさ
れている。例えば V.E.フランクルは、マスロ
ーの欲求階層論を批判し、自らの強制収容所に
おける体験や臨床経験から、「自己実現への欲
求」は、下位の「欠乏欲求」が満たされた時で
なく、むしろ満たされない場合にこそ燃え上が
るものであると主張している21)。また別のとこ
ろでフランクルは、確かに人生の意味や目的を見
出すためには、生活するための満足水準を達成し
なければならないと認めているが、それは前提条
件あるいは必要条件にすぎず、人生に意味を付与
してくれる十分条件ではないともいう 22)。フラ
ンクルに代表されるこのような批判に対して、
マスローはどのように考えているのであろうか。
マスローは、彼の理論展開の初期の段階にお
いて、人間は明らかに欲求が下から順に満たさ
れることによって、「自己実現への欲求」に到
達しうるものと考えていた。しかし、後の理論
展開をみれば、既に述べたように、「自己実
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現」を下位の「欠乏欲求」が充足された結果の
到達点としてのみ見るのではなく、現実に生き
る人生のプロセスの中でとらえようとしている。
その過程でマスローは、欲求の満足がいとも簡
単に、制御のない甘やかしや過保護などと間違
われてしまう危険性を指摘した23)。そして彼は、
「食物・安全•愛・賞賛·自由などが常にそこ
にあり、欠乏したりそれを熱望したりすること
が全くなかった場合、それに注意を向けないば
かりか、その価値を減じたり、侮ったり、また
は損ったりさえもしてしまうのである。」と述
べる24)。つまりマスローは、欲求の満足が重要
であるといいつつも、欲求不満の完全な欠如も
危険であり、そのため適度の欲求不満が必要で
あると考えていた。人間はかなりの欲求不満か
らも利益をうけ、そのことのために強くなると
考えていたのである25)。
マスローがこのように考えたのは、現代社会
は豊かな社会であるため、我々は既に得ている
恵みを当然のことと思ってしまい、欠乏するこ
とがない限りその価値に目をむけることがなく
なってしまっているのが現状だからである26)0
そしてマスローは、「豊かさ（経済的にも心理
的にも）は、人間性の非常に高いレベルヘの成
長を可能にするのか、価値の病理の様々な形態を
引き起こすのかという難問は、分からない27)。」
と言っている。彼が言うには、豊かさの中で、
その幸福になれてしまった人は、経験に喜びが
伴わなくなり、活気がなくなり、「至高体験」を
もつ能力に劣るようになる28)。そして「至高体
験」がないと、人間は主に無意味感、疎外感、
退屈さ、生きがいの喪失などの症状に襲われて
しまう。
さて、この「欲求満足」と「欲求不満」は相
互に矛盾した体験であるが、当然のことながら
欲求満足の体験は、ある程度の欲求不満の体験
を通じて達成される。欲求不満がないのに欲求
満足はありえないためである。この二つは相互
に矛盾してはいるが、互いにとって必要不可欠
な存在なのである。明らかに、現実の人間は常
に欲求不満の中で生きており、そのため「欠乏
欲求」に絶えず支配されながら生きている。マ
スローによれば、ある程度の欲求不満があるか
らこそ、その困難を克服しようとするのであり、
新たな挑戦をしようとする。そしてその中にこ
そ大いなる喜びがあり、それが成長へと人間を
導くのである29)。したがって、ある程度の欲求
不満の体験のなかで、その欲求が充足される経
験を通じて、喜びの瞬間である「至高体験」を
経験し、それをエネルギーや励みにして「自己
実現」へのプロセスを歩むのである。したがっ
て欲求不満は人間の成長に役立つばかりでなく、
人間に挑戦心や喜ぴをもたらし、「自己実現」
に向かう推進力となりうる。
しかし欲求不満が大切であるとはいえ、その
人にわざわざそれを体験させることが必要だと
いうわけではない。人間は普通に生きていく中
で、必ず欲求不満を体験するのであるが、それ
と戦い解決することを放棄したり人任せにして
いることが多く、多くの場合欲求不満と感じる
ことがないまま麻痺した状態で生きていること
が多い。そのため、実際に欲求不満をそれとし
て体験せざるを得ない窮地に立たされた時、そ
の重さに耐えかねることが多い。自殺等はその
典型的な例である。したがって、何も意図的に
欲求不満を体験させるのではなく、日常に存在
する欲求不満とうまく付き合い、うまく充足し
ていくプロセスが大切なのであり、それを援助
するのが教育や臨床の重要な仕事ではないだろ
うか。
(2)神経症的欲求
次に、「自己実現」への成長を選択すること
なく、「欠乏欲求」への後退の途を選択する人
間がいることもまた真実である。そのような人
をマスローはどのように説明しているのであろ
うか。
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マスローはこのような人間を、「神経症的な
欲求 (neuroticneeds）」という言葉で説明して
いる。彼はこの「神経症的な欲求」をはっきり
定義しているわけではなく、さらに、彼の文献
の中で特に主張しているわけでもない。しかし
この「神経症的な欲求」は、このような人間を
説明するためには必要不可欠な概念であると思
われる。
「神経症的な欲求」とは、、仮に満たされても、
より一段と高い欲求が現れることがなく、さら
にその欲求は消えることもなく、健康な人格を
育てることもない不合理な欲求である30)。しか
し現象としては「神経症的な欲求」と本来の欲
求（基本的欲求）は同じように感じられるので、
これらを区別しえないのである31)。例えば「愛
情の欲求」をとってみても、それが本来の「基
本的欲求 (basic-needs）」として愛情を求めて
いるのか、それとも「神経症的な欲求」として
それを求めているのかは、簡単には識別しえな
い。
この「神経症的な欲求」に支配された人間は、
一つの「基本的欲求」を満足すれば、他の一段
と高次の欲求に意識が移って行くということを
知らない32)。そのため、不合理にも一つの欲求
を永遠に求め続ける。もし、このような人間が
求めている欲求を、仮に飽和させるようにした
としても、当人は永遠に満足することがない。
本来の「欠乏欲求」は、満たされたら消滅し、
より高次の欲求へと成長する。そのため、「欠
乏欲求」に支配されたとしても、それがその人
なりに満たされる限り「自己実現」への成長を選
択しうるのである。しかし、「自己実現」への成
長の途を選択しないで、「欠乏欲求」に後退し
ていく人間は、マスローによれば、「神経症的
な欲求」に支配されており、そのため高い段階
の欲求が現れることがない。そのため、人間を
「自己実現」に導こうとするなら、人は自己を実
現しようとするだけでなく、それを嫌がったり、
恐れたり、出来なかったりするものであること
も認識していなければならないのである33)。そ
してその満たされない欲求を満たしてやるだけ
でなく、その欲求が満たされた後には、より高
次の欲求が存在することを実感させる必要があ
る。
さて、「神経症的な欲求」とは、一体なぜ生
じるのであろうか。マスローは、「欠乏欲求」
を満足できなかった経験をもつ者や、その満足
をあてにできない者は、常に欠乏の脅威を感じ
ながら生活し、その脅威を否定したり抑圧した
りするという 34)。そのため、その欠乏の脅威を
否定し抑圧するために、いつもその充足を求め
続けねば不安になる。それが「神経症的な欲
求」満足であるといえるだろう。したがって、
過去に十分な満足体験をしていなければ、世の
中に対する信頼感が獲得できず、今現在は充足
されているにもかかわらず、常に欠乏の脅威に
さらされることになるであろうし、逆に欲求不
満の体験が全くないような生活をしていたなら
ば、一時的な何でもないような少しの欲求不満
でさえも脅威に感じてしまうであろう。そのた
めいずれも常にその欲求を「神経症的に」求め
続けなければ不安なのである。
以上から考察すれば、「自己実現」へと成長
を志向する人間は、仮に「欠乏欲求」が満たさ
れなくても、やがて満たされるであろうという
安心感と信頼感によって支えられている。その
ため、よほどのことがない限り脅威にさらされ
ない。しかし、「欠乏欲求」に支配されてしま
う人間は、このような安心感がなく、「神経症
的に」その充足を求めてしまうため、永遠に
「自己実現」へと成長しようとしないのである。
(3)「自己実現」と「適応」
最後に、我々が現代社会で生きていくために、
その社会に「適応」するということは必要不可
欠であり、誰も疑いをもつことはない。しかし
ここ数年、人間の「適応」の問題が様々な形で
- 32 -
あらわれ、我々に大きな難問を突きつけている。
一般に、現代社会においては、その人が生き
ている社会、すなわち学校や家庭、企業などの
組織に「適応」することが必要とされる。普通
に考えれば、それが常識であり、そうすること
が健康であり健全な人間である条件と考えられ
る。ところが近年、このような社会や組織に対
する不適応の問題が様々な形であらわれている。
これほどまでに「不適応」が増えてきているこ
とを考えれば、逆に「適応」していることの方
が不思議といっても過言ではない。
マスローは「適応」に関して、かなり否定的
に考えている。我々が適応する環境や文化には、
人間の「自己実現」への成長を促進させるよう
なものもあるが、逆にそれを阻止するようなも
のもあるという35)。多くの場合、我々が現代社
会に適応することにより、人間性の深層を不断
に否定されてしまい、その結果人間の分裂が引
き起こされてしまっているのが現実であるとい
う36)。そのため、一般に「不適応」であるとみ
なされる非行や犯罪、神経症といった反応を示
す人よりも、一般に「よく適応している」とい
われる人の方が、不健康である場合もある37)0 
そして、一般に「不適応」であるといわれる人
の方が、真の精神的本性の圧服に対して抗議し
ている場合があり、より健康的な動機から「不
適応」に陥っていると考えることもできるとい
ぅ38)。したがって、「健康」と「適応」は従来
はほぽ同じ意味で用いられてきたが、それらは
同じではないと言っている39)。
ところで現代人は、極度に社会への「適応」
を求められるがゆえに、自らの内に潜む精神的
本性すなわち「自己実現への欲求」を抑圧して
までも、「適応」せざるをえないのが現状であ
る。その「適応」すべき社会が、「自己実現」
への成長を促進するものであれば問題ないが、
多くの場合そうではない。そのため、例えば、
何か全てが満たされていると感ずるような「至
高体験」とマスローが名付けた最大の喜ぴの瞬
間、強引に言えば、本当に心からの喜びを感ず
るような瞬間を体験できないのである。何らか
の形でその瞬間を体験しようとするが、自らの
内なる声に耳を傾けることなく、ただ何となく、
例えば娯楽などのような「麻薬」を使用して偽
りの満足をしているのではないだろうか。実際、
現代社会はこの「麻薬」を商品として市場に提
供しているし、それでも飽き足らない者は、場
合によっては犯罪や非行等につながるやり方で、
その退屈さを紛らそうとしているのではなかろ
うか。
マスローによればこれは「罪」なのである40)。
そういった自己の本性に逆らう「罪」をおかせ
ば、これらの抑圧されたものが無意識のうちに
記憶されて、無意識的にではあるにせよ、自己
軽蔑の念をかきたてることになるという 41)。そ
のため、この「罪」を意識することが、「自己
実現」への成長にとってよいばかりか、必要な
ものであると彼はいう 42)。
しかし、それを意識することがほとんどない
のが現状であり、我々のほとんどが社会に「適
応」する。こうしてむしろ、自分の真の願望を
知り、それを表現することを避けるように学ん
できているのであるゆ。これでは、「自己実
現」への途を放棄しているのであり、そのよう
な状態の中では、「至高体験」に代表されるよ
うな喜ぴの瞬間も体験しえない。
マスローが生きた時代よりも、現代はさらに
人間性の疎外は複雑な仕方で進んでしまってい
る。自らの弱い「本能」からの衝動に耳を傾け
てそれを実現していくことが大切であるが、現
代社会においては我々はそうすることを学んで
いない。そしてさらにその満たされない欲求を、
麻痺させてしまうことで自己満足してしまって
いる。大なり小なり現在の犯罪や神経症、さら
には精神病は、この「至高体験」の欠乏による
退屈さも一つの原因であると考える事はできな
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いだろうか。
マスローによると、「至高体験」は、その人
の人生に対する態度に、永久に影響を及ぽすこ
ともあり、例え一度それを見ただけでも、人生
の天国の存在を確証するに十分である。そのよ
うな経験が一度でもあれば、様々な自己破壊行
為や犯罪が阻止できるとまで主張している44)0
たった一つでもいい。最高の感動体験である
「至高体験」。それこそがこれからの教育や臨
床で最も必要なキーワードではないだろうか。
引用文献
1) A. H. Maslow; Motivation and Personality, 
Third Edition, 1987, Harper & Row, New 
York, p. 126. 
2) 佐々木英和『高齢者と「生きがい」問題
～マスローの自己実現論を中心に～』
1993年（日本社会事業大学発行「高齢者
の生きがい・社会参加の考え方と課題」
第3章） 4344ページ
3) 下から順に「生理的欲求」「安全の欲求」
「所属と愛情の欲求」「尊重の欲求」の
4つがある。マスローはこれらを「欠乏
欲求 (deficiency-needs)」と呼んでいた。
また、「自己実現への欲求」も含めた 5
つの欲求を「基本的欲求 (basic-needs)」
と呼んでいる。
4) Motivation and Personality, Third Edition, p. 
XXVI. 
5) A. H. Maslow; Toward a Psychology of 
Being, Van Nostrand, NewYork, 1962, p. 
204.（上田吉一訳「完全なる人間」誠信
書房、 1964 268ペー ジ）
6) その特徴については、マスローは15の性
格特徴を挙げ、説明している。詳しくは、
(Motivation and Personality, Third Edition, 
pp.128-143.）を参照。
7) Toward a Psychology of Being, p. 26（前掲
訳書 45ペー ジ）
8) ibid., p. 115.（前掲訳書 162ペー ジ）
9) A. H. Maslow; The Farther Reaches of 
Human Nature, The Viking Press, 1971, p. 
7.（上田吉一訳「人間性の最高価値」誠
信書房、 1973、7ペー ジ）
10) Toward a Psychology of Being, p. 97.（前掲
訳書138ペー ジ）
11) ibid., p. 97.（前掲訳書137ペー ジ）
12) The Farther Reaches of Human Nature, p. 
46.（前掲訳書60ペー ジ）
13) Toward a Psychology of Being, p. 154.（前
掲訳書207ペー ジ）
14) The Farther Reaches of Human Nature、
p.44.（前掲訳書56ペー ジ）
15) The Farther Reaches of Human Nature, p. 
46.（前掲訳書60ペー ジ）
16) ibid., p. 49.（前掲訳書63ペー ジ）
17) ibid., p. 4.（前掲訳書56~57ペー ジ）
18) Toward a Psychology of Being, p.154.（前
掲訳書207ペー ジ）
19) ibid., p. 97.（前掲訳書138ペー ジ）
20) ibid., p. 116.（前掲訳書163ペー ジ）
21) V. E.フランクル・中村友太郎訳 1982 
「生きがい喪失の悩み」エンデルレ書店
16~17ページ
22) V. E.フランクル・諸富祥彦監訳 1999 
「生きる意味を求めて」春秋社 41ペー
ジ
23) A. H. Maslow;Motivation and Personality, 
Second Edition, 1970, Harper&Row, New 
York, p. 71.（小口忠彦訳「人間性の心理
学」産業能率大学出版部、 1987 110ペ
ジー）
24) ibid., p. 61.（前掲訳書93ペー ジ）
25) Toward a Psychology of Being, p. 200.（前
掲訳書263-264ペー ジ）
- 34 -
26) Motivation and Personality, Third Edition, p. 
33. 
27) ibid., p. 33-34. 
28) Motivation and Personality, Second 
Edition, p. 72.（前掲訳書 110-111ペー
ジ）
29) Toward a Psychology of Being, p. 200.（前
掲訳書264ペー ジ）
30) Motivation and Personality, Third Edition, p. 
118. 
31) ibid., p. 118. 
32) Toward a Psychology of Being, pp. 153-154. 
（前掲訳書206ペー ジ）
33) ibid., p. 166. （前掲訳書 222ペー ジ）
34) ibid., p. 28. （前掲訳書 48ペー ジ）
35) ibid., p. 211.（前掲訳書 278ペー ジ）
36) ibid., p. 142.（前掲訳書 194ペー ジ）
37) Motivation and Personality, Second 
Edition, p. 94.（前掲訳書 143ペー ジ）
38) Toward a Psychology of Being, p. 8.（前掲
訳書 24ペー ジ）
39) ibid., p. 212.（前掲訳書 278ペー ジ）
40) ibid., p. 194.（前掲訳書 257ペー ジ）
41) ibid., p. 5.（前掲訳書20-21ペー ジ）
42) ibid., p. 195.（前掲訳書257-258ペー ジ）
43) The Farther Reaches of Human Nature, p. 
176.（前掲訳書215ペー ジ）
44) エドワードホフマン（上田吉一•町田哲
司訳）「マスローの人間論」 2002年 ナ
カニシャ出版 29ページ
- 35 -
